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社会福祉協議会（社協）は、みなさまの会費で運営されています。
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佐倉市社会福祉協議会社会福祉
法　　人

発  行  人 左奈田　雄一

21
日
☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会

22
日
　
第
一
回
理
事
会

第
一
回
共
同
募
金
会

理
事
会

☆
第
一
回
と
も
に
歩
む

ふ
く
し
プ
ラ
ン
Ⅱ
推

進
委
員
会

29
日
　
第
一
回
評
議
員
会

31
日
☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助

成
対
象
選
考
委
員
会

10
日
　
第
二
回
評
議
員
会

15
日
☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助

成
対
象
選
考
委
員
会

22
日
　
第
二
回
共
同
募
金
会

理
事
会
　

29
日
☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助

成
対
象
選
考
委
員
会

☆
は
傍
聴
可
能
な
会
議
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
４
頁
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

行

事

予

定

６
月

５
月

み
な
さ
ま
か
ら
拠
出
し

て
い
た
だ
い
た
一
般
・
賛

助
・
個
人
特
別
会
費
合
計

２
，
１
１
２
万
円
の
う
ち

の
60
％
１
，
２
６
７
万
円

が
、
佐
倉
市
内
の
14
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、

地
区
社
協
と
い
う
）
に
還

元
さ
れ
ま
す
。
各
地
区
社

協
で
は
、
地
区
の
特
性
に

合
わ
せ
た
上
記
の
よ
う
な

事
業
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
地
区
社
協
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

残
り
の
40
％
と
団
体
特

別
会
費
合
計
９
４
６
万
円

は
、
市
社
協
の
事
業
費
や

法
人
運
営
費
と
し
て
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、
事
業
費
と

し
て
４
２
７
万
円
（
地
域

福
祉
推
進
事
業
95
万
円
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
１
８

５
万
円
、
広
報
発
行
の
一

部
に
70
万
円
、
会
員
募
集
　
　

63
万
円
、
食
事
サ
ー
ビ
ス

・
お
も
ち
ゃ
図
書
館
な
ど

の
在
宅
福
祉
事
業
に
14
万

円
）
、
法
人
の
組
織
運
営

費
と
し
て
５
１
９
万
円

（
理
事
会
・
評
議
員
会
の

開
催
、
Ｏ
Ａ
機
器
の
リ
ー

ス
・
保
守
料
、
印
刷
費
、

通
信
費
、
備
品
費
、
通
訳

料
等
の
事
務
費
、
損
害
保

険
料
、
車
輌
費
、
表
彰
関

係
費
用
等
）
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
会
　
長
　
左
奈
田
　
雄
一
  

千
葉
県
共
同
募
金
会
佐
倉
市
支
会
     　
 　
支
会
長
　
塚
田
　
雅
二
 

大
震
災
か
ら
１
年
２
ヵ
月
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
佐
倉
市
内
に
お
い
て
も
、
重
傷
を

負
っ
た
方
や
２
０
０
件
を
超
え
る
全
・
半
壊
の
建
物
被
害
が
発
生
し
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

は
改
め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
大
震
災
発
生
直
後
か
ら
佐
倉
市
の
皆
様
よ
り
多
く
の

義
援
金
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
被
災
地

支
援
活
動
を
積
極
的
に
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
様
々
な
形
で
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
被
災
地
へ
の
支
援
と
地
域
の
助
け
合
い

を
深
め
て
い
く
活
動
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

■一般会費（年額） ５００円（一口）
（町内会・自治会等のご協力により納入していただいています）

■賛助会費（年額） １，０００円（一口）
■特別会費（個人・年額） ２，０００円（一口）
■特別会費（団体・年額） １０，０００円（一口）

社会福祉協議会（社協）はみなさまが会員となって、地域の福

祉を高めていく活動に参画していただくことを目的とした団体で

す。年々、福祉的援助を必要としている方は増加しています。そ

の内容も多様化、複雑化しています。その要望と期待に応えるた

めには多くの財源が必要です。

例えば、地区社協の「ひとり暮らし高齢者の昼食会」や「いき

いきサロン」の実施には、会費や共同募金の配分金が使われてい

ます。社協が推進していく、住民どうしの支え合い活動－高齢者

や障がい者などで、移動が困難な方の交通手段を確保するための

移動サービス事業など－にも財源の確保が必要です。

そこで、会員になっていただいたみなさまには「会費」の拠出

をお願いし、会員相互の支え合いの活動に使わせていただいてお

ります。地域の方の温かい思いやりとご協力による「会費」が、

各種の社会福祉事業を支えています。社協が推進する地域福祉事

業にご理解をいただき、一人でも多くの方が会員にご加入くださ

いますようお願いいたします。

会
費
の
つ
か
い
み
ち

東
日
本
大
震
災
へ
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
に
還
元
さ
れ
た
会
費
300
円
の
つ
か
い
み
ち

地
域
に
還
元
さ
れ
た
会
費
300
円
の
つ
か
い
み
ち

敬老会は市からの委託事業のため含みません

会費 ５００円

１４地区社協の活動費へ
３００円

１４地区社協の活動費へ
３００円

佐倉市社会福祉協議会活動へ
２００円

佐倉市社会福祉協議会活動へ
２００円

高齢者福祉

住民福祉懇談会 いきいきサロン

施設訪問

児童福祉に

ふれあい昼食会

１４地区社協の広報

高齢者福祉

住民福祉懇談会 いきいきサロン

施設訪問

児童福祉に

ふれあい昼食会

１４地区社協の広報



昨
年
発
生
し
た
大
震
災
は
、
私
た
ち
に
多

く
の
被
害
を
与
え
、
た
く
さ
ん
の
課
題
を
投

げ
か
け
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
本
会
に
お

い
て
も
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
運
営
、
東
北
地
方
へ
の
職
員
被
災
地

派
遣
活
動
な
ど
、
数
多
く
の
貴
重
な
経
験
を

し
ま
し
た
。
今
後
は
、
そ
れ
を
生
か
し
た
事

業
展
開
へ
と
発
展
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

平
成
24
年
度
は
、
佐
倉
市
の
地
域
福
祉
計

画
と
連
動
し
た
「
と
も
に
歩
む
ふ
く
し
プ
ラ

ン
Ⅱ
」
に
基
づ
く
活
動
を
推
進
し
て
い
く
中

で
、
大
規
模
災
害
対
応
を
視
野
に
入
れ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
、
業
務

の
合
理
化
、
財
源
の
確
保
な
ど
に
注
力
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
基
盤
を
確
固
た
る
も
の
に

し
て
い
く
こ
と
を
基
本
方
針
と
し
て
、
次
に

掲
げ
る
重
点
実
施
事
項
を
核
に
地
域
福
祉
の

推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

組
織
改
編
に
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
の
機
能
を
強
化
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
公
益
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
を
強
め
、
地

域
福
祉
活
動
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

２
．
第
４
次
佐
倉
市

地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推
進

と
も
に
歩
む
ふ
く
し
プ
ラ
ン
Ⅱ
推
進
委
員

会
と
連
携
し
、
関
係
機
関
・
団
体
へ
働
き
か

け
を
行
い
、
計
画
が
具
体
的
に
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
推
進
し
ま
す
。
一
方
、
佐
倉
市
地
域

福
祉
推
進
会
議
に
よ
る
協
働
課
題
へ
の
対

応
、
推
進
委
員
会
か
ら
の
提
言
に
基
づ
く
子

育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３
．
財
源
確
保
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み

自
主
財
源
確
保
が
緊
急
の
懸
案
事
項
と
な

っ
て
い
ま
す
。
収
益
拡
大
に
向
け
た
事
業
実

施
の
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
自
主
財
源
の

増
強
を
図
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
各
種

媒
体
を
活
用
し
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
す
。

４
．
情
報
管
理
体
制
の
構
築

膨
大
化
す
る
情
報
の
管
理
を
行
う
た
め
、

事
務
局
に
情
報
管
理
者
及
び
担
当
者
を
設
置

し
ま
す
。
全
職
員
の
情
報
管
理
に
関
す
る
意

識
を
高
め
、
適
切
な
管
理
、
事
故
対
応
等
に

適
応
し
た
情
報
管
理
体
制
の
構
築
を
図
り
ま

す
。

平
成
24
年
３
月
22
日
、

「
佐
倉
市
地
域
防
災
計
画
」

に
定
め
る
、
大
規
模
な
地

震
な
ど
の
災
害
に
よ
り
高

齢
者
、
障
が
い
者
等
が
避

難
す
る
「
福
祉
避
難
所
」

及
び
「
緊
急
入
所
施
設
」

と
し
て
20
施
設
が
加
盟
す

る
施
設
協
議
会
が
協
定
を

結
び
ま
し
た
。
施
設
が
社

会
的
使
命
と
し
て
地
域
福

祉
の
充
実
の
た
め
、
一
翼

を
担
う
こ
と
は
地
域
の
一

員
と
し
て
住
民
の
み
な
さ

ま
と
連
携
、
協
働
す
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
。

第１６８号（２）２０１２年５月１日

平成２４年度 佐倉市社会福祉協議会事業計画・予算概要
平成２４年度　予  算  概  要

一般会計　　　　　（単位：千円） 公益事業特別会計　（単位：千円）
収　　入
会費
寄附金
経常経費補助金
受託金
事業収入
貸付事業等
共同募金配分金
負担金
雑収入
受取利息配当金
会計単位間繰入金
経理区分間繰入金
施設整備等寄附金収入
積立預金取崩収入

収　入　合　計
支　　出
人件費
事務費
事業費
貸付事業等
助成金
負担金
会計単位間繰入金
経理区分間繰入金
積立預金積立金
退職共済預け金支出
予備費

支　出　合　計
当期資金収支差額
前期未支払資金残高
当期未支払資金残高

22,810
4,770

94,460
37,337
32,888
4,775

24,234
1,412

100
1,294
9,077

23,318
150

17,761
274,386

135,008
7,919

76,706
5,000

17,288
360
674

23,318
1,452
7,871

500
276,096

－1,710
24,385
22,675

【
重
点
実
施
事
項
】

【
事
業
基
本
方
針
】

51,604
5,555

55
63,617
1,813

674
123,318

85,176
5,321

24,966
313

5,895
121,671

1,647
40,961
42,608

収　　入
委託金
事業収入
負担金
介護保険
雑収入
会計単位間繰入金

収　入　合　計
支　　出
人件費
事務費
事業費
負担金
会計単位間繰入金

支　出　合　計
当期資金収支差額
前期未支払資金残高
当期未支払資金残高

平
成
24
年
度
は
事
務
局
体
制
を
刷
新

し
ま
し
た
。
事
業
計
画

の
基
本
方
針
や
重
点
実

施
事
項
に
掲
げ
た
と
お

り
、
大
規
模
災
害
を
想

定
し
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・

運
営
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
そ

の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡

充
と
市
民
公
益
活
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
を
強
化
し
、
同
時

に
膨
大
な
情
報
を
管
理

す
る
体
制
の
構
築
を
図

り
ま
す
。
従
来
の
指
定

管
理
グ
ル
ー
プ
の
「
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
は
総
務
管
理
グ
ル

ー
プ
に
、
「
市
民
公
益
活
動
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
は
地
域
福
祉
推
進
グ
ル
ー

プ
に
統
合
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
し
ま
し

た
。
新
し
い
事
務
局
の
体
制
は
左
図
の

と
お
り
で
す
。

事
務
局
の
新
体
制
図

締結書調印後の蕨市長と施設協議会のみなさん

佐
倉
市
と
佐
倉
市
社
会
福
祉
施
設
協
議
会

「
福
祉
避
難
所
等
の
設
置
等
に

　
　  

関
す
る
基
本
協
定
」
締
結

佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

元
事
務
局
長
　
瀧
嵜
　
博

佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
務
局
に
書
記
と
し
て
入
局
し

て
か
ら
33
年
４
カ
月
。
こ
の
間

に
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況
や
佐

倉
市
社
協
も
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
当
時
は
地
域
組
織
化
活

動
が
社
協
活
動
の
基
本
で
、
ニ

ー
ズ
調
査
を
行
い
、
そ
の
解
決

の
た
め
に
地
域
の
人
た
ち
と
話

し
合
い
な
が
ら
、
支
会
（
現
在

の
地
区
社
協
）
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
休
日
、
夜
間
を
問

わ
ず
集
ま
り
、
時
に
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
潤
滑
剤
に
も
な
り
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
担
当
と

し
て
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
や

「
高
校
生
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
」

で
、
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
発

掘
育
成
し
た
こ
と
が
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
地
区

の
福
祉
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
育
て
ら
れ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
が
主

役
の
地
域
福
祉
の
推
進
と
い
う

舞
台
で
、
社
協
マ
ン
と
し
て
脇

役
や
裏
方
に
徹
し
、
ど
れ
だ
け

佐
倉
市
民
の
た
め
に
仕
事
が
で

き
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
今

思
え
ば
汗
顔
の
至
り
で
す
。
長

い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事  務  局  長

総  務  管  理
グループ

平成２４年度事務局組織図

と
も
に
歩
む
ふ
く
し
プ
ラ
ン
Ⅱ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

総
務
管
理
班

福
祉
売
店

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
ち
づ
く
り
推
進
班

生
活
支
援
班

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

市
民
公
益
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

地域福祉推進
グループ

介護サービス
グループ

介
護
支
援
班

訪
問
介
護
班

支 出

①会費
②寄附金
③経常経費補助金

①人件費
②事務費
③事業費

④貸付事業等
⑤助成金
⑥負担金

⑦会計単位間繰入金
⑧経理区分間繰入金
⑨積立預金積立金

⑩退職共済預け
　金支出
⑪予備費

④受託金
⑤事業収入
⑥貸付事業等

⑦共同募金配分金
⑧負担金
⑨雑収入

⑩受取利息配当金
⑪会計単位間繰入金
⑫経理区分間繰入金

⑬施設整備等寄附金収入
⑭積立預金取崩収入

収  入

一般会計

支 出

一般会計

収 入

①

①

②

②

③ ③

④

④

⑤

⑤

⑥

⑥
⑦

⑦

⑧

⑧

⑨

⑨

⑩

⑩

⑪

⑪

⑫

⑬

⑭



昨
年
来
、
佐
倉
市
で
は
被
災

地
支
援
を
す
る
為
に
保
険
に
加

入
さ
れ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
お
よ
そ
３
７
０
名
お
ら
れ
ま

す
。
こ
の
方
々
を
対
象
に
、
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
が
３

月
11
日
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
か
ら
避
難
し
今
は
佐

倉
市
民
と
な
ら
れ
た
高
野
経
行

さ
ん
が
、
「
一
時
帰
宅
が
許
さ

れ
て
自
宅
に
戻
っ
た
時
に
、
テ

レ
ビ
で
流
れ
る
光
景
が
眼
前
に

広
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
実
際

に
見
え
る
部
分
で
は
何
と
も
な

さ
そ
う
な
地
域
も
、
原
発
に
よ

っ
て
影
響
を
受
け
、
自
分
の
家

に
戻
り
た
く
て
も
戻
れ
な
い
現

状
が
虚
し
い
」
と
、
感
情
を
抑

え
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

体
験
発
表
の
話
に
、
涙
を
こ
ら

え
る
ひ
と
、
こ
ら
え
き
れ
ず
に

目
を
タ
オ
ル
で
覆
っ
て
い
る
人

…
。
被
災
地
で
の
活
動
を
体
験

さ
れ
た
方
が
多
い
会
場
で
は
、

高
野
さ
ん
の
「
帰
り
た
く
て
も

帰
れ
な
い
辛
さ
」
に
共
鳴
さ
れ

る
方
が
多
数
お
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
就
職
先
が
決
定
し
た
若

い
男
性
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
は
、
「
今
は

被
災
地
に
行
け
な

い
が
、
被
災
地
に

行
け
な
く
て
も
自

分
に
で
き
る
こ
と

を
し
た
い
。
そ
し

て
復
興
へ
の
気
持

ち
が
薄
れ
て
い
か

な
い
よ
う
、
自
分

な
り
に
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
実
践

し
た
い
。
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

あ
の
日
本
中
が

震
撼
し
た
震
災
を

忘
れ
な
い
よ
う
、

１
年
経
っ
た
今
、

も
う
一
度
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま

佐
倉
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
と
佐
倉
市
障
が
い
者
団

体
等
連
絡
会
が
主
催
す
る
交
流

会
が
、
３
月
17
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、
地

域
で
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
社
会

を
目
指
し
て
共
同
で
開
催
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

４
回
目
に
な
る
今
回
は
「
地

域
で
暮
ら
す
Ⅲ
～
も
っ
と
理
解

を
深
め
る
た
め
に
～
」
を
テ
ー

マ
に
体
験
発
表
と
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
で
は
、

統
合
失
調
症
の
家
族
か
ら
「
生

活
の
様
子
や
困
っ
て
い
る
こ
と
」

に
つ
い
て
、
重
症
心
身
障
が
い

児
の
家
族
か
ら
「
生
活
の
様
子

や
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
、
親
同

士
の
つ
な
が
り
を
作
る
活
動
」

に
つ
い
て
、
精
神
障
が
い
者
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら

「
活
動
状
況
」
の
発
表
が
そ
れ

ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
。
第
２
部
で

は
、
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
精

神
障
が
い
者
は
外
に
出
る
こ
と

が
不
安
で
、
家
の
な
か
に
い
る

こ
と
が
一
番
安
心
で
き
る
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
で
暮
ら
す
と
い
う
こ
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
ど
う
し

た
ら
暮
ら
し
や
す
い
社
会
に
な

る
か
、
障
が
い
を
知
る
だ
け
で

な
く
、
と
も
に
考
え
る
場
と
な

っ
た
交
流
会
で
し
た
。

（３）第１６８号 ２０１２年５月１日

快適・安心・安全をお届けします
イオン＆旬鮮館と３２の専門店

駐車料金２時間半まで無料

京成臼井駅前  ℡０４３−４６１−１８７１
〒２８５−０８３７ 佐倉市王子台１−２３

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
を
対

象
と
し
た
食
事
サ
ー
ビ
ス
に
取

り
組
ん
で
い
る
10
団
体
の
協
力

で
、
対
象
者
と
な
る
高
齢
者
の

声
を
聞
く
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

現
在
の
活
動
を
振
り
返
り
、

今
後
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
方
向

性
を
考
え
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
ま
た
、
共
同
募
金
の
配
分

金
を
原
資
と
し
て
い
る
こ
の
活

動
を
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
で
対
象
者
は
も
ち

ろ
ん
、
親
族
、
近
隣
の
方
々
に

も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
設
問
に
し
ま
し
た
。

満
足
し
て
い
る
と
い
う
声
が

圧
倒
的
で
し
た
が
ひ
と
り
暮
ら

し
で
あ
る
が
ゆ
え
に
体
調
が
悪

い
と
き
、
夜
な
ど
に
圧
倒
的
不

安
が
つ
の
る
と
の
声
が
多
い
の

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
結
果
で

し
た
。
費
用
に
つ
い
て
は
、
一

部
負
担
金
を
理
解
し
て
く
だ
さ

る
声
が
多
か
っ
た
の
に
は
驚
き

ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
今

後
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
の
方
向
性

を
検
討
す
る
際
に
大
切
な
資
料

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
一
冊
の
集
計
結
果

と
し
て
ま
と
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
し
た

の
で
ご
自
由
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

佐倉市ボランティア連絡協議会と
佐倉市障がい者団体等連絡会の交流会

共
同
募
金
配
分
金
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
食
事
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

ボランティア活動を始めたい方、始めた

ばかりの方、ボランティアに関心のある方

を対象にした講座です。ともに語り、学ぶ

場として今後の地域で活動できる糧になる

ことを期待し、開催します。

第１回 ７月５日（木）ボランティア活動とは ？

第２回 ７月１２日（木）地域で生きるＰＡＲＴ１

第３回 ７月１９日（木）地域で生きるＰＡＲＴ２

第４回 ７月２６日（木）ボランティア活動発表

＊開講時間 １３：３０～１５：３０

＊場　　所　社会福祉センター地下研修室

＊申込み締切日　６月２０日

＊定員４０名　※全回受講可能な方

＊費　　用　１,０００円（資料代）

＊問合せ・申込み

佐倉市ボランティアセンター

℡（４８４）６１９８

平成２４年度ボランティア入門講座

被災されたつらい体験を語る高野さん

こらえきれずに目頭を覆う人も

ま
だ
肌
寒
い
、
春
の
恋
し

い
３
月
９
日
に
、
プ
ル
タ
ブ

を
集
め
て
交
換
し
た
車
い
す

が
佐
倉
東
中
学
校
か
ら
佐
倉

白
翠
園
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

車
い
す
に
交
換
す
る
の
に
必

要
な
プ
ル
タ
ブ
は
１
５
０
万

個
。
重
さ
に
し
て
８
５
０
㎏

程
度
。
小
さ
な
プ
ル
タ
ブ
は

大
切
な
車
い
す
と
な
る
貴
重

な
資
源
で
、
人
に
、
地
域
に
、

環
境
に
優
し
い
活
動
で
す
。

車
い
す
１
台
１
台
が
必
要

と
す
る
方
の
暮
ら
し
を
支
え

て
い
く
こ
と
を
願
い
、
「
こ

れ
か
ら
も
プ
ル
タ
ブ
を
集
め

る
活
動
に
誇
り
を
持
っ
て
取

り
組
み
続
け
て
い
き
ま
す
」

佐倉東中みんなで貯めました佐倉東中みんなで貯めました

佐
倉
白
翠
園
へ
車
い
す
の
贈
呈

佐
倉
白
翠
園
へ
車
い
す
の
贈
呈

入所者と車いすを前に

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

す
。
あ
の
震
災
当
時
と
は
違
っ

た
目
線
で
、
自
分
に
何
が
で
き

る
の
か
。
ま
ず
は
身
近
な
と
こ

ろ
で
繋
が
り
を
作
り
、
ど
ん
な

時
に
も
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
、

助
け
合
え
る
関
係
を
築
く
、
初

め
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま

し
ょ
う
。



第１６８号（４）２０１２年５月１日

自
24
・
２
・
１
　

至
24
・
３
・
31

＝

敬
称
略＝

善
意
銀
行
預
託
・
払
出
し

寄附者氏名・団体

全国友の会佐倉支部

普門院写経会

はらぺこさくら

匿　名

匿　名

合　　　　　　計

金額（円）

1 0 , 0 0 0
5 0 , 0 0 0

9 , 0 0 0
3 0 , 0 0 0

2 , 4 2 5
1 0 1 , 4 2 5

（平成２４年２月１日〜
（敬称略）　 平成２４年３月３１日）寄附者ご芳名

ありがとうございました。福祉事業に活用させていただきます。

本紙「社協さくら」は共同募金の配分金で作られています。

【

金
銭
預
託】

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
、
四
五
〇
円

【

金
銭
払
出】

帰
宅
旅
費
　
　
　
８
件
　
　
　
　
三
、
八
二
〇
円

指
定
払
出
　
　
　
１
件
　
　
　
四
三
、
四
七
三
円

災
害
見
舞
金
　

38
件
　
　
三
八
〇
、
〇
〇
〇
円

【

小
口
貸
付】

27
件
　
　
九
〇
〇
、
〇
〇
〇
円

【

物
品
預
託】

大
木
智
子
　
　
　
　
　
　
　
尿
取
り
パ
ッ
ト
１
袋

山
田
市
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫

澤
地
美
智
子
　
　
紙
お
む
つ
、
尿
取
り
パ
ッ
ト
多

数
、
女
性
用
尿
器
・
女
性
用
下

着
等
多
数

山
下
泰
生
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紙
お
む
つ

居
宅
介
護
事
業
所
き
ら
り
　
　
防
水
シ
ー
ツ
２
枚

匿
名（

11
名）

こ
た
つ
一
式
、
紙
お
む
つ
多
数
、

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
浴
室
用
い
す
、
浴
槽
台
、

バ
ス
ボ
ー
ド
、
靴
、
ス
ト
ー
マ
用
パ
ウ
チ
多
数
、

尿
取
り
パ
ッ
ト
多
数
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
用

使
い
捨
て
バ
ッ
グ
、車
い
す
用
レ
イ
ン
コ
ー
ト
、

室
内
用
呼
び
出
し
器
、
車
い
す
用
簡
易
ス
ロ
ー

プ
２
枚
、
肌
着
多
数
　
他

【

物
品
払
出】

紙
お
む
つ
17
件
、
尿
取
り
パ
ッ
ト
12
件
、
杖
３

件
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
２
件
、
毛
布
・
敷
毛

布
２
件
、
靴
下
・
下
着
２
件
、
防
水
シ
ー
ツ
２

件
、
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
１
件
、
掃
除
機
１

件
　
他

平
成
23
年
度
の
終
わ
り
と
共
に
広
報
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地

区
社
協
・
施
設
等
か
ら
推
薦
を
い
た
だ
き
、

新
た
な
広
報
委
員
が
決
定
致
し
ま
し
た
。

「
社
協
さ
く
ら
」
を
現
在
ま
で
支
え
、

長
期
に
亘
っ
て
、
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
川
合
忠
雄
さ
ん
、
高
梨
直
子
さ
ん
、

飯
塚
久
実
子
さ
ん
、
斉
藤
秀
樹
さ
ん
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
当
に
長
い
間
…
お
疲
れ
様
で
し
た
。

「
社
協
さ
く
ら
」
を
よ
り
多
く
の
方
に

親
し
ま
れ
、
情
報
を
提
供
で
き
る
、
住
民

参
加
型
の
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
の

で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

委
員
長
　
　
黒
川
　
隆
生

（
西
志
津
地
区
社
協
）

副
委
員
長
　
長
谷
久
美
子

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

委
員
　
　
　
多
々
良
信
治
（
新
任
）

（
千
代
田
地
区
社
協
）

橋
口
　
純
子
（
新
任
）

（
生
活
ク
ラ
ブ
風
の
村
　
さ
く
ら
）

山
岸
　
洋
子
（
新
任
）

（
佐
倉
城
の
辺
地
区
社
協
）

ひとり親家庭で低所得世帯の意欲と能力のある

学生の学費を援助。奨学金給付年数は最短終了年

限までの期間で年間１５０万円を限度に支給します。

応募期間：平成２４年６月１日（金）～６月２９日（金）

募集人数：若干名

選考方法：書類選考及び面接等による

対 象 者：佐倉市内在住のひとり親家庭で日本の

高等学校に在籍し、日本の４年制大学・

短期大学への進学を目指している満２０

歳未満の方。

その他、奨学生対象となるにはいくつかの条件・

制限がございますので、お問い合わせください。

問合せ・申込み　

佐倉市社会福祉協議会　

まちづくり推進班　℡（４８４）６０３３

佐
倉
市
内
に
居
住
す
る
方
で
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
福
祉
に
熱

意
と
関
心
を
お
持
ち
の
介
護
福
祉
士
、
又
は
訪
問
介
護
員
１
・
２

級
研
修
を
修
了
し
た
方
の
募
集
を
致
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
管
理
班
　
℡
（
４
８
４
）
６
２
０
０

FAX

（
４
８
６
）
２
５
１
８
　

西
志
津
芸
能
連
盟
主
催
の
芸
能
祭
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
皆
様
の
お
い
で
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時
　
平
成
24
年
５
月
27
日
（
日
）
　

正
午
か
ら
午
後
３
時
30
分

場
　
所
　
西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階

問
合
せ

西
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

西
志
津
地
区
社
協

℡
（
４
６
０
）
１
７
８
２
　

（
チ
ャ
リ
テ
ィ
収
益
金
の
一
部
は

福
祉
活
動
に
寄
付
さ
れ
ま
す
）

千葉県共同募金会佐倉市支会よ

り感謝状が贈られました。
（順不同・敬称略）

佐倉市支会会長感謝状
・栫　 勝博

・豊田  一

・追川医院

・成尾医院

・ケイ・プラン株式会社

※３年間の累計で個人３万円、法人等
団体１０万円以上
１０年以上継続しての協力者・団体

平成２３年度

共同募金運動感謝状贈呈者

佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
平
成
24
年

度
か
ら
の
５
年
間
、
引
き
続
き「

佐
倉
市

市
民
公
益
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー」

の

指
定
管
理
者
に
な
り
ま
し
た
。
２
期
目
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

西志津芸能祭

訪
問
介
護
員
募
集

佐倉市社会福祉協議会では、

ひとりで公共交通機関の利用が

困難な方の外出支援を会員制サ

ービスとして住民相互で支えあ

い展開しております。事業運営

を財政面から支える≪後援会員

≫を募集しています。

市民の皆様や企業様にご賛同

いただき、会員として事業を応

援していただきたくお願いいた

します。

問合せ・申込み

移動サービス事業　

℡（４８４）４３１９ 

年会費：１口 １，０００円

３月３１日⇒９月３０日まで延長

義援金にご協力いただきありがとう

ございます。３月３１日（土）までに千

葉県共同募金会佐倉市支会にお寄せい

ただいた金額は以下のとおりです。

合計金額　　 １７,４３０,０８１円

被災地全域　 １６,３１０,１６８円

千葉県内　　 １,０８６,５６３円

ボランティア・ＮＰＯへの支援金

３３,３５０円

※支援金については、直接中央共同

募金会へお振込みください。引き

続きご協力をお願いします。

領収証（税控除も含む）の発行をし

ておりますのでお問合せ下さい。

問合せ　

佐倉市支会　℡（４８４）６０３３

訂
正
と
お
詫
び

社
協
さ
く
ら
第
１
６
７
号
、
２
頁
目
の

平
成
23
年
度
法
人
・
会
員
名
簿
欄
に（
株
）

三
谷
屋
綿
店
様
が
重
複
し
、
佐
倉
商
工
会

議
所
様
が
記
載
漏
れ
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
こ
と
、
お
詫
び
し
て
訂
正
申
し
上
げ
ま

す
。

○ボランティアセンター運営委員会
５月２１日（月）１０：００～１２：００

社会福祉センター２階  会議室

○ボランティア活動助成対象選考委員会
５月３１日（木）・６月１５日（金）・２９日（金）

１０：００～１２：００ 
社会福祉センター２階  会議室

○ともに歩むふくしプランⅡ推進委員会
５月２２日（火）１０：００～１２：００

社会福祉センター地下  研修室

傍聴可能な委員会


